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タバコや灰皿、ストーブ、
ヒーターなどの火気類を
近づけない。
※火災や故障、変色の原
　因になります。

電源は交流100Vを使用し、コンセントに
ガタつきの無いことを確認のうえ、根元
まで十分に差し込む。
※交流200Vや直流電源を使用しますと、
　火災や故障の原因になります。

電源コードを無理な力（曲げ・折れ・
ねじれ）で傷つけたり、加工を絶対行
わない。
※火災や感電の原因になります。

陶器に熱いお湯をかけたり、衝撃を
与えたりしない。
※漏水のため家財を汚す原因にな
　ることがあります。

給水フレキホースを無理に折り
曲げたり、傷を付けたりしない。
※漏水や作動不具合の原因に
　なります。

水がかかったり、陶器の表面に結露が生じるような
浴室などでは、絶対に使用しない。
※漏電による火災や感電、故障の原因になります。



便器には新聞紙、ティッシュペー
パー、紙おむつ、生理用ナプキン
など、汚物やトイレットペーパー
以外の物は流さない。もし誤って
便器内に落とした場合には、必ず
拾い出す。
※便器が詰まり、汚水があふれて
　家財に損害を与えるおそれがあります。

陶器にヒビが入ったり、割れたり
した場合、破損部には絶対に素手
で触らない。
※破損部でケガをするおそれが
　あります。

必ずタンク内が満水になってから水を流す。
※タンク内が満水になる前に水を流すと洗浄不良や
　詰まりの原因になり、家財に損害を与えるおそれが
　あります。

結露が発生した場合は、乾い
た布などで拭き取る。
※結露は、床にシミが発生した
　り、腐ったりする原因になる
　ことがあります。

大量のトイレットペーパーを一度に流さない。
※便器が詰まり、汚水があふれて家財に損害を
　与えるおそれがあります。

お手入れに酸性・アルカリ性・塩素・フッ素系洗剤、
ベンジン・シンナー・ラッカー・アルコール等の溶剤や
油類は使用しない。
※洗剤によっては気化ガスが発生することにより、便座
　やタンク等の内部器具を傷め、止水不良・部品破壊・
　外部漏水などの不具合が発生し、家財に損害を与える
　おそれがあります。また、樹脂製品が変色・溶解・破損
　などが発生するおそれがあります。

タンク内に異物を入れない。
※水量不足により洗浄不良･便器
　詰まりを起こし、汚水があふれ、
　家財に損害を与えるおそれが
　あります。

洗浄芳香剤などをタンクの中に入れない。
※漏水や止水不良・作動不良の原因になり、家財
　など損害を与えるおそれがあります。
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商品の機能や性質を保つために、清掃や消耗部品交換など日ごろから適切な維持管理を行ってください。

酸性・アルカリ性・塩素・フッ素系洗剤、ベンジン・シンナー・ラッカー・アルコール等の溶剤や油類は使用しないでください。

●洗剤などを使用するときは、使用後ただちに洗い流した後、便座・便ふたは開けたままにしてください。
　また、便器や便座についた洗剤は確実に拭き取ってください。
　※洗剤によっては気化ガスが発生することにより、便座やタンク等の内部器具を傷め、止水不良・部品破壊・
　　外部漏水などの不具合が発生し、家財に損害を与えるおそれがあります。
　　また、樹脂製品が変色・溶解・破損などが発生するおそれがあります。



■タンク、便器鉢内の水を抜く（凍結のおそれがある場合）

●便器の止水栓開度によっては、止水栓内の残水が凍結し、再通水に時間がかかる場合があります。

●タンクからの排水が止まるまで洗浄ハンドルを回し、便器鉢内の溜水を汲み出した後、バスタオル等でふさいでください。
●不凍液を使用する場合は、そのまま流さずに正しい廃棄処理を行ってください。
　※適切な処理を行わないと、浄化槽の機能低下や環境汚染などのおそれがあります。
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